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 Ⅰ．算定手順

　

　

Ⅳ.料金の設定に使用した単金
～認可網使用料算定根拠より引用～

・網使用料算定根拠＜平成18年3月31日認可＞
（長期増分費用方式によるＰＨＳ基地局回線接続料算定根拠）

・網使用料算定根拠＜平成18年3月3日認可(補正申請）＞
（実際費用方式による平成17年度接続料算定根拠）

・網使用料算定根拠＜平成18年3月3日認可＞
（実際費用方式による平成17年度接続料算定根拠）

・網使用料算定根拠＜平成16年2月17日認可＞
（光信号主端末回線接続料算定根拠）

・網使用料算定根拠＜平成13年8月31日認可＞
（光信号端末回線接続料算定根拠）

・網使用料算定根拠＜平成16年10月25日認可＞
（固定基地局無線伝送路接続料算定根拠）
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料金の設定に使用した単金 料金の設定 接続料金

　Ⅱ．料金の設定

　保守の区別がタイプ1-2のもの

Ⅲ.料金の設定に使用した保守換算係数

保守の区分がタイプ1-2のもの



Ⅱ.料金の設定

1.端末回線伝送機能

・ＰＨＳ基地局回線機能の基地局回線により接続する機能のイ 保守の区別がタイプ1-2のもの

区分 料金 備考

料金　（円/回線・月） 1,547 Ⅳの1の(1)の①×Ⅲの保守換算係数 +Ⅳの1の(1)の②×Ⅲの保守換算係数 +Ⅳの1の(1)の③×Ⅲの保守換算係数

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第5欄で接続する場合）の端末回線により伝送を行う機能のア 2線式のものの（ｲ） 保守の区別がタイプ1-2のもの

区分 料金 備考

料金（円/回線・月） 1,256 Ⅳの1の（2）の②×Ⅲの保守換算係数 +Ⅳの1の（2）の④×Ⅲの保守換算係数

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第5欄で接続する場合）の端末回線により伝送を行う機能のウ 1芯式のものの（ｲ） 保守の区別がタイプ1-2のもの

区　分 料金 備　考

料金（円/芯・月） 4,695 Ⅳの1の（5）の③×Ⅲの保守換算係数

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第5欄で接続する場合）の端末回線により伝送を行う機能のエ 2芯式のものの（ｲ） 保守の区別がタイプ1-2のもの

区　分 料金 備　考

料金（円/芯・月） 9,390 Ⅳの1の（5）の③×Ⅲの保守換算係数×2（芯）

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第1-2欄で接続する場合）の端末回線により伝送を行う機能のア イ以外のものの（ｱ） 当社の局内ｽﾌﾟﾘｯﾀを利用する場合の② 保守の区別がタイプ1-2のもの

区分 料金 備考

料金（円/回線・月） 93 Ⅳの1の（2）の③×Ⅲの保守換算係数 ＋ Ⅳの1の（2）の⑥×Ⅲの保守換算係数

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第1-2欄で接続する場合）の端末回線により伝送を行う機能のア イ以外のものの（ｲ） 当社の局内ｽﾌﾟﾘｯﾀを利用しない場合の① ②以外の場合のB 保守の区別がタイプ1-2のもの

区分 料金 備考

料金　（円/回線・月） 1,266 Ⅳの1の（2）の①×Ⅲの保守換算係数 ＋ Ⅳの1の（2）の③×Ⅲの保守換算係数

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第1-2欄で接続する場合）の端末回線により伝送を行う機能のア イ以外のものの（ｲ） 当社の局内ｽﾌﾟﾘｯﾀを利用しない場合の② 電話重畳する場合のＢ 保守の区別がタイプ1-2のもの

区分 料金 備考

料金（円/回線・月） 33 Ⅳの1の（2）の③×Ⅲの保守換算係数

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第1-2欄で接続する場合）の端末回線により伝送を行う機能のイ 第2群の伝送システムを用いるもの

　（収容に係る利用制限が設けられているものであって、カッド内に単独収容されているものに限ります。）の（ｱ） 当社の局内ｽﾌﾟﾘｯﾀを利用する場合の② 保守の区別がタイプ1-2のもの

区分 料金 備考

料金　（円/回線・月） 736

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第1-2欄で接続する場合）の端末回線により伝送を行う機能のイ 第2群の伝送システムを用いるもの

　（収容に係る利用制限が設けられているものであって、カッド内に単独収容されているものに限ります。）の（ｲ） 当社の局内ｽﾌﾟﾘｯﾀを利用しない場合の① ②以外の場合のB 保守の区別がタイプ1-2のもの

区分 料金 備考

料金　（円/回線・月） 1,909

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第1-2欄で接続する場合）の端末回線により伝送を行う機能のイ 第2群の伝送システムを用いるもの

　（収容に係る利用制限が設けられているものであって、カッド内に単独収容されているものに限ります。）の（ｲ） 当社の局内ｽﾌﾟﾘｯﾀを利用しない場合の② 電話重畳する場合のＢ 保守の区別がタイプ1-2のもの

区分 料金 備考

料金　（円/回線・月） 676 Ⅳの1の（2）の③×Ⅲの保守換算係数 +Ⅳの1の（2）の⑤

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第2-3欄で接続する場合）のア 端末回線により伝送を行う機能（128Kbit/sの符号伝送が可能なものに限ります。）の（ｲ） 保守の区別がタイプ1-2のもの

区分 料金等 備考

a．ＯＣＵ　（円/回線・月） 200 Ⅳの1の（3）の②×Ⅲの保守換算係数

b．主配線盤　（円/回線・月） 32 Ⅳの1の（2）の④×Ⅲの保守換算係数

c．局内伝送路　（円/回線・月） 165 Ⅳの1の（3）の④

d．料金　（円/回線・月） 397 ａ ＋ ｂ ＋ ｃ

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第2-3欄で接続する場合）のイ 端末回線により伝送を行う機能（1.536Mbit/sの符号伝送が可能なものに限ります。）の（ｲ） 保守の区別がタイプ1-2のもの

区分 料金等 備考

a．ＯＣＵ　（円/回線・月） 3,888 Ⅳの1の（3）の①×Ⅲの保守換算係数

b．主配線盤　（円/回線・月） 155 Ⅳの1の（5）の②×Ⅲの保守換算係数×2（芯）

c．局内伝送路　（円/回線・月） 3,378 Ⅳの1の（3）の③

d．料金　（円/回線・月） 7,421 ａ ＋ ｂ ＋ ｃ

Ⅳの1の（2）の③×Ⅲの保守換算係数+Ⅳの1の（2）の⑤+Ⅳの1の（2）の⑥×Ⅲの保守換算係数

Ⅳの1の（2）の①×Ⅲの保守換算係数  +Ⅳの1の（2）の③×Ⅲの保守換算係数＋ Ⅳの1の（2）の⑤
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・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第1-3欄で接続する場合）のア　光信号端末回線（光局外スプリッタを含まないものに限ります。）により1芯にて伝送を行う機能

　の（ｱ） 光回線設備接続モジュール（光回線設備を成端する装置であって、配線盤に設置するものをいいます。以下同じとします。）においてフィルタ（保守利用を目的として光信号の一部の帯域を制限するものをいいます。以下同じとします。）を利用する場合の

　② 保守の区別がタイプ1-2のもの

区　分 料金 備　考

料金（円/芯・月） 4,695 Ⅳの1の（5）の③×Ⅲの保守換算係数

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第1-3欄で接続する場合）のア 光信号端末回線（光局外スプリッタを含まないものに限ります。）により1芯にて伝送を行う機能

　の（ｲ） 光回線設備接続モジュールにおいてフィルタを利用しない場合の② 保守の区別がタイプ1-2のもの

区　分 料金 備　考

料金（円/芯・月） 4,695 Ⅳの1の（5）の③×Ⅲの保守換算係数

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第1-3欄で接続する場合のイ　光信号主端末回線（光局外スプリッタを含むものに限ります。）により１芯にて伝送を行なう機能

　の（ｱ） 分岐できる光信号分岐端末回線の数が８を限度とするものの② 保守の区別がタイプ1-2のもの

区　分 料金等 備  考

a．局外スプリッタ（8分岐のもの） 623 Ⅳの1の（4）の③

4,039 Ⅳの1の（4）の①のｃ×Ⅲの保守換算係数

ｃ．加算料（局舎～引込分岐点間） 404 Ⅳの1の（4）の②

ｄ．料金（円/１光信号主端末回線・月） 5,066 a+b＋c

・端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第1-3欄で接続する場合のイ　光信号主端末回線（光局外スプリッタを含むものに限ります。）により１芯にて伝送を行なう機能

　の（ｲ） 分岐できる光信号分岐端末回線の数が４を限度とするものの② 保守の区別がタイプ1-2のもの

区　分 料金等 備  考

a．局外スプリッタ（4分岐のもの） 530

4,039 Ⅳの1の（4）の①のｃ×Ⅲの保守換算係数

ｃ．加算料（局舎～引込分岐点間） 404 Ⅳの1の（4）の③

ｄ．料金（円/１光信号主端末回線・月） 4,973 a+b＋c

・2-1-1-1第2欄ウ欄又は第6欄イ欄に規定する機能に係る加算料のイ 光信号主端末回線に係る加算料の（ｱ） 光信号多重分離機能ア欄と組み合わせて利用するものの② 保守の区別がタイプ1-2のもの

区　分 料金 備  考

料金（円/１光信号主端末回線・月） 5,066

・2-1-1-1第2欄ウ欄又は第6欄イ欄に規定する機能に係る加算料のイ 光信号主端末回線に係る加算料の（ｲ） 光信号多重分離機能イ欄と組み合わせて利用するものの② 保守の区別がタイプ1-2のもの

区　分 料金 備  考

料金（円/１光信号主端末回線・月） 4,973

・2-1-1-1第2欄エ欄に規定する機能に係る加算料のア 固定無線基地局伝送路の追加に係る加算料の（ｲ） 保守の区別がタイプ1-2のもの

区　分 料金等 備  考

a．固定無線基地局 9,330 Ⅳの1の（6）の①

b．加入者光ファイバ(加入者回線、主配線盤） 4,695 Ⅳの1の（5）の③×Ⅲの保守換算係数

ｃ．加入者光ファイバ（加算料） 471 Ⅳの1の（5）の④

ｄ．光信号電気信号変換装置（非集線型） 1,531 Ⅳの1の（6）の②

ｅ．料金(円/１固定無線基地局伝送路・月） 16,027 a+b＋c＋ｄ

Ⅳの1の（4）の④

b．光信号主端末回線

b．光信号主端末回線

端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第1-3欄で接続する場合のイ　光信号主端末回線（光局外スプリッタを含むものに限ります。）により１芯にて伝送を行なう機能の（ｲ） 分岐できる光信号分岐端末回
線の数が４を限度とするものの② 保守の区別がタイプ1-2のものより

端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第1-3欄で接続する場合のイ　光信号主端末回線（光局外スプリッタを含むものに限ります。）により１芯にて伝送を行なう機能の（ｱ） 分岐できる光信号分岐端末回
線の数が８を限度とするものの② 保守の区別がタイプ1-2のものより
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2.通信路設定伝送機能

2-1．高速ディジタル伝送サービスの通信路設定伝送機能における速度別料金の算定

１．高速ディジタル伝送（エコノミークラス）

（1）サービス区分別料金

64kb/s 128kb/s 1.5Mb/s 6Mb/s

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 22 22 22 -

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ１） 3,315 3,315 3,315 6,849

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 845 845 845 447

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 609 609 450 514

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 467 467 467 278

（円/km（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 11 11 11 7

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ１） 156 156 156 -

（円/回線・月） 453 453 453 453

（2）速度換算係数

64kb/s 128kb/s 1.5Mb/s 6Mb/s

エコノミークラス 1 2 24 79

Ⅳの２の②のａ、ｂ

Ⅳの２の③のａ、ｂ、ｃ

Ⅳの２の④のａ、ｃ

Ⅳの２の④のｂ、ｄ

Ⅳの２の④のｅ

e.専用線ノード装置～専用線ノード装置伝送
路及び、専用線ノード装置～相互接続点伝送
路・回線比例

係数

Ⅳの２の①のｅ

a.主配線盤～専用加入者線装置モジュール

g.接続装置

c.専用加入者線装置モジュール～専用線ノー
ド装置伝送路

d.専用線ノード装置

h.専用回線管理運営費

区分

f.専用線ノード装置～専用線ノード装置伝送
路及び、専用線ノード装置～相互接続点伝送
路・回線距離比例

備考料金

b.専用加入者線装置モジュール

Ⅳの２の①のｄ

Ⅳの２の①のａ、ｂ

区分
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2-2．ＡＴＭ専用サービスの通信路設定伝送機能における速度別料金の算定

１．第１種ＡＴＭ専用

（1）サービス区分別料金

料金

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ１） 71,157

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 447

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 177

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 278

（円/km（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 7

（円/回線・月） 453

（2）速度換算係数

Ａ．専用加入者線装置モジュール～専用線ノード装置伝送路、専用線ノード装置～専用線ノード装置伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続点伝送路

0.5Mb/s 1Mb/s 2Mb/s 3Mb/s 4Mb/s 5Mb/s 6Mb/s 50Mb/s 135Mb/s 600Mb/s

a.セカンドクラス 4 8 15 22 29 35 43 240 402 -

b.エコノミークラス 4 8 14 22 28 34 40 177 251 591

Ｂ．専用線ノード装置

0.5Mb/s 1Mb/s 2Mb/s 3Mb/s 4Mb/s 5Mb/s 6Mb/s 50Mb/s 135Mb/s 600Mb/s

a.セカンドクラス 8 16 29 43 56 68 80 353 502 -

b.エコノミークラス 8 16 29 43 56 68 80 353 502 1,181

（3）1Mb/s単金算定対象速度品目数

速度品目数

a.7Mb/s～49Mb/sまで 44

b.51Mb/s～134Mb/sまで 85

Ⅳの２の③のｄ

備考

区分

Ⅳの２の④のｃ

Ⅳの２の④のｄ

係数

係数

Ⅳの２の①のｅ

区分

e.専用線ノード装置～専用線ノード装置伝
送路及び、専用線ノード装置～相互接続点
伝送路・回線距離比例

a.専用加入者線装置モジュール

b.専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

c.専用線ノード装置

d.専用線ノード装置～専用線ノード装置伝
送路及び、専用線ノード装置～相互接続点
伝送路・回線比例

ｆ.専用回線管理運営費

Ⅳの２の①のｃ

Ⅳの２の②のｂ

区分

区分
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（4）品目別料金算定

Ａ．セカンドクラス・タイプ1-2

ア．0.5Mb/s～6Mb/s・50Mb/s・135Mb/sの料金

①0.5Mb/s ②1Mb/s ③2Mb/s ④3Mb/s ⑤4Mb/s ⑥5Mb/s ⑦6Mb/s ⑧50Mb/s ⑨135Mb/s

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 1,824 3,648 6,839 10,031 13,222 15,958 19,605 109,426 183,288

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 1,444 2,889 5,236 7,763 10,110 12,277 14,443 63,731 90,631

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 1,134 2,268 4,253 6,238 8,223 9,925 12,193 68,054 113,991

（円/km・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 29 57 107 157 207 250 307 1,714 2,870

イ．7Mb/s～49Mb/s速度品目の1Mb/s毎加算額

7Mb/s～49Mb/sまで 備考

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） - 回線数比例の料金

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 2,041 （アの（ｲ）の⑧ －アの（ｲ）の⑦）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のa

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 1,120 （アの（ｳ）の⑧ －アの（ｳ）の⑦）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のa

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 1,270 （アの（ｴ）の⑧ －アの（ｴ）の⑦）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のa

（円/km・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 32 （アの（ｵ）の⑧ －アの（ｵ）の⑦）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のa

（注）7Mb/sから49Mb/sの料金は、アの⑦6Mb/sの料金に、6Mb/sを超える1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

ウ．51Mb/s～134Mb/s速度品目の1Mb/s毎加算額の算定

51Mb/s～134Mb/sまで 備考

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） - 回線数比例の料金

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 869 （アの（ｲ）の⑨ －アの（ｲ）の⑧）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のb

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 316 （アの（ｳ）の⑨ －アの（ｳ）の⑧）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のb

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 540 （アの（ｴ）の⑨ －アの（ｴ）の⑧）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のb

（円/km・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 14 （アの（ｵ）の⑨ －アの（ｵ）の⑧）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のb

（注）51Mb/sから134Mb/sの料金は、アの⑧50Mb/sの料金に、50Mb/sを超える1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

の1Mb/s毎加算額

Ⅱの2の2-2の1の（1）のc×Ⅱの
2の2-2の1の（2）のＢのa×Ⅲの
保守換算係数

Ⅱの2の2-2の1の（1）のd×Ⅱの
2の2-2の1の（2）のＡのa×Ⅲの
保守換算係数

Ⅱの2の2-2の1の（1）のe×Ⅱの
2の2-2の1の（2）のＡのa×Ⅲの
保守換算係数

の1Mb/s毎加算額

料金
備考

Ⅱの2の2-2の1の（1）のa×Ⅲの
保守換算係数

Ⅱの2の2-2の1の（1）のb×Ⅱの
2の2-2の1の（2）のＡのa×Ⅲの
保守換算係数

（ｳ）専用線ノード装置

（ｱ）専用加入者線装置モジュール

（ｲ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｳ）専用線ノード装置

（ｲ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｳ）専用線ノード装置

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｵ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｱ）専用加入者線装置モジュール

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｵ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｵ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｱ）専用加入者線装置モジュール

区分

区分

区分

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｲ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路
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Ｂ．エコノミークラス・タイプ1-2

ア．0.5Mb/s～6Mb/s・50Mb/s・135Mb/s・600Mb/sの料金

①0.5Mb/s ②1Mb/s ③2Mb/s ④3Mb/s ⑤4Mb/s ⑥5Mb/s ⑦6Mb/s ⑧50Mb/s ⑨135Mb/s ⑩600Mb/s

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 1,824 3,648 6,383 10,031 12,766 15,502 18,238 80,701 114,441 269,461

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 1,444 2,889 5,236 7,763 10,110 12,277 14,443 63,731 90,631 213,218

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 1,134 2,268 3,970 6,238 7,940 9,641 11,342 50,190 71,174 -

（円/km・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 29 57 100 157 200 243 286 1,264 1,792 4,220

イ．7Mb/s～49Mb/s速度品目の1Mb/s毎加算額

7Mb/s～49Mb/sまで 備考

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） - 回線数比例の料金

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 1,420 （アの（ｲ）の⑧ －アの（ｲ）の⑦）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のa

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 1,120 （アの（ｳ）の⑧ －アの（ｳ）の⑦）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のa

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 883 （アの（ｴ）の⑧ －アの（ｴ）の⑦）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のa

（円/km・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 22 （アの（ｵ）の⑧ －アの（ｵ）の⑦）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のa

（注）7Mb/sから49Mb/sの料金は、アの⑦6Mb/sの料金に、6Mb/sを超える1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

ウ．51Mb/s～134Mb/s速度品目の1Mb/s毎加算額

51Mb/s～134Mb/sまで 備考

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） - 回線数比例の料金

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 397 （アの（ｲ）の⑨－アの（ｲ）の⑧）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のb

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 316 （アの（ｳ）の⑨－アの（ｳ）の⑧）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のb

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 247 （アの（ｴ）の⑨－アの（ｴ）の⑧）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のb

（円/km・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 6 （アの（ｵ）の⑨－アの（ｵ）の⑧）／Ⅱの2の2-2の1の（3）のb

（注）51Mb/sから134Mb/sの料金は、アの⑧50Mb/sの料金に、50Mb/sを超える1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

料金

Ⅱの2の2-2の1の（1）のc×Ⅱの
2の2-2の1の（2）のＢのb×Ⅲの
保守換算係数

Ⅱの2の2-2の1の（1）のd×Ⅱの
2の2-2の1の（2）のＡのb×Ⅲの
保守換算係数

Ⅱの2の2-2の1の（1）のe×Ⅱの
2の2-2の1の（2）のＡのb×Ⅲの
保守換算係数

備考

Ⅱの2の2-2の1の（1）のa×Ⅲの
保守換算係数

Ⅱの2の2-2の1の（1）のb×Ⅱの
2の2-2の1の（2）のＡのb×Ⅲの
保守換算係数

（ｵ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｲ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｵ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｱ）専用加入者線装置モジュール

（ｲ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｳ）専用線ノード装置

の1Mb/s毎加算額

の1Mb/s毎加算額

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｵ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｳ）専用線ノード装置

（ｱ）専用加入者線装置モジュール

（ｲ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｳ）専用線ノード装置

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｱ）専用加入者線装置モジュール

区分

区分

区分
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２．第２種ＡＴＭ専用

・「上り」で伝送速度を保証するもの

（1）サービス区分別料金

料金

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ１） 71,157

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 447

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 177

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 278

（円/km（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 7

（円/回線・月） 453

（2）速度換算係数（専用回線１回線における１伝送方向）

Ａ．専用加入者線装置モジュール～専用線ノード装置伝送路、専用線ノード装置～専用線ノード装置伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続点伝送路

0.2Mb/s 0.5Mb/s 1Mb/s 2Mb/s 3Mb/s 4Mb/s 5Mb/s 6Mb/s 7Mb/s 8Mb/s 9Mb/s

a.エコノミークラス 0.80 2.00 4.00 7.00 11.00 14.00 17.00 20.50 22.00 23.50 25.50

Ｂ．専用線ノード装置

0.2Mb/s 0.5Mb/s 1Mb/s 2Mb/s 3Mb/s 4Mb/s 5Mb/s 6Mb/s 7Mb/s 8Mb/s 9Mb/s

a.エコノミークラス 1.60 4.00 8.00 14.50 21.50 28.50 34.00 40.50 44.00 47.00 51.00

（3）0.1Mb/s単金算定対象速度品目数

速度品目数

a.0.3Mb/s～0.4Mb/sまで 3

b.0.6Mb/s～0.9Mb/sまで 5

区分

区分 係数

区分 係数

区分

e.専用線ノード装置～専用線ノード装置伝
送路及び、専用線ノード装置～相互接続点
伝送路・回線距離比例

d.専用線ノード装置～専用線ノード装置伝
送路及び、専用線ノード装置～相互接続点
伝送路・回線比例

ｆ.専用回線管理運営費

備考

Ⅳの２の①のｃ

Ⅳの２の①のｅ

Ⅳの２の④のｃ

Ⅳの２の④のｄ

a.専用加入者線装置モジュール

c.専用線ノード装置

b.専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路 Ⅳの２の②のｂ

Ⅳの２の③のｄ
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（4）品目別料金算定

Ａ．エコノミークラス・タイプ1-2

ア．0.2Mb/s，0.5Mb/s，1Mb/s，2Mb/s，3Mb/s，4Mb/s，5Mb/s，6Mb/s，7Mb/s，8Mb/s，9Mb/sの専用回線１回線における１伝送方向ごとの料金

①0.2Mb/s ②0.5Mb/s ③1Mb/s ④2Mb/s ⑤3Mb/s ⑥4Mb/s ⑦5Mb/s ⑧6Mb/s ⑨7Mb/s ⑩8Mb/s ⑪9Mb/s

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580 72,580

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 365 912 1,824 3,192 5,015 6,383 7,751 9,347 10,031 10,715 11,626

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 289 722 1,444 2,618 3,882 5,145 6,138 7,312 7,944 8,485 9,208

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 227 567 1,134 1,985 3,119 3,970 4,821 5,813 6,238 6,664 7,231

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 6 14 29 50 79 100 121 146 157 168 182

イ．0.3Mb/s～0.4Mb/s速度品目の専用回線１回線における１伝送方向ごとの0.1Mb/s毎加算額

0.3Mb/s～0.4Mb/sまで 備考

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） - 回線数比例の料金

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 182

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 144

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 113

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 3

（注）0.3Mb/sから0.4Mb/sの料金は、アの①0.2Mb/sの料金に、0.2Mb/sを超える0.1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

ウ．0.6Mb/s～0.9Mb/s速度品目の専用回線１回線における１伝送方向ごとの0.1Mb/s毎加算額

0.6Mb/s～0.9Mb/sまで 備考

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） - 回線数比例の料金

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 182

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 144

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 113

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 3

（注）0.6Mb/sから0.9Mb/sの料金は、アの②0.5Mb/sの料金に、0.5Mb/sを超える0.1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

（アの（ｵ）の③ －アの（ｵ）の②）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」で伝送速度を保証するものの（3）のb

（アの（ｳ）の③ －アの（ｳ）の②）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」で伝送速度を保証するものの（3）のb

（アの（ｵ）の② －アの（ｵ）の①）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」で伝送速度を保証するものの（3）のa

（アの（ｳ）の② －アの（ｳ）の①）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」で伝送速度を保証するものの（3）のa

（アの（ｴ）の③ －アの（ｴ）の②）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」で伝送速度を保証するものの（3）のb

（アの（ｲ）の③ －アの（ｲ）の②）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」で伝送速度を保証するものの（3）のb

（アの（ｴ）の② －アの（ｴ）の①）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」で伝送速度を保証するものの（3）のa

（アの（ｲ）の② －アの（ｲ）の①）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」で伝送速度を保証するものの（3）のa

Ⅱの2の2-2の2の「上り」で伝
送速度を保証するものの（1）
のa×Ⅲの保守換算係数

Ⅱの2の2-2の2の「上り」で伝
送速度を保証するものの（1）
のb×Ⅱの2の2-2の2の「上り」
で伝送速度を保証するものの
（2）のＡのa×Ⅲの保守換算係
数

Ⅱの2の2-2の2の「上り」で伝
送速度を保証するものの（1）
のc×Ⅱの2の2-2の2の「上り」
で伝送速度を保証するものの
（2）のＢのa×Ⅲの保守換算係
数

Ⅱの2の2-2の2の「上り」で伝
送速度を保証するものの（1）
のd×Ⅱの2の2-2の2の「上り」
で伝送速度を保証するものの
（2）のＡのa×Ⅲの保守換算係
数

備考

（ｵ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｲ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｱ）専用加入者線装置モジュール

（ｱ）専用加入者線装置モジュール

（ｳ）専用線ノード装置

料金

Ⅱの2の2-2の2の「上り」で伝
送速度を保証するものの（1）
のe×Ⅱの2の2-2の2の「上り」
で伝送速度を保証するものの
（2）のＡのa×Ⅲの保守換算係
数

の0.1Mb/s毎加算額

の0.1Mb/s毎加算額

（ｲ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

区分

区分

（ｵ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｲ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｳ）専用線ノード装置

（ｱ）専用加入者線装置モジュール

（ｳ）専用線ノード装置

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｵ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

区分
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・「下り」で伝送速度を保証するもの

（1）サービス区分別料金

料金

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 447

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 177

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 278

（円/km（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 7

（2）速度換算係数（専用回線１回線における１伝送方向）

Ａ．専用加入者線装置モジュール～専用線ノード装置伝送路、専用線ノード装置～専用線ノード装置伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続点伝送路

0.2Mb/s 0.5Mb/s 1Mb/s 2Mb/s 3Mb/s 4Mb/s 5Mb/s 6Mb/s 7Mb/s 8Mb/s 9Mb/s

a.エコノミークラス 0.80 2.00 4.00 7.00 11.00 14.00 17.00 20.50 22.00 23.50 25.50

Ｂ．専用線ノード装置

0.2Mb/s 0.5Mb/s 1Mb/s 2Mb/s 3Mb/s 4Mb/s 5Mb/s 6Mb/s 7Mb/s 8Mb/s 9Mb/s

a.エコノミークラス 1.60 4.00 8.00 14.50 21.50 28.50 34.00 40.50 44.00 47.00 51.00

（3）0.1Mb/s単金算定対象速度品目数

速度品目数

a.0.3Mb/s～0.4Mb/sまで 3

b.0.6Mb/s～0.9Mb/sまで 5

係数

a.専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

Ⅳの２の④のｃ

区分

区分

b.専用線ノード装置

c.専用線ノード装置～専用線ノード装置伝
送路及び、専用線ノード装置～相互接続点
伝送路・回線比例

区分

d.専用線ノード装置～専用線ノード装置伝
送路及び、専用線ノード装置～相互接続点
伝送路・回線距離比例

係数

Ⅳの２の④のｄ

区分 備考

Ⅳの２の②のｂ

Ⅳの２の③のｄ
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（4）品目別料金算定

Ａ．エコノミークラス・タイプ1-2

ア．0.2Mb/s，0.5Mb/s，1Mb/s，2Mb/s，3Mb/s，4Mb/s，5Mb/s，6Mb/s，7Mb/s，8Mb/s，9Mb/sの専用回線１回線における１伝送方向ごとの料金

①0.2Mb/s ②0.5Mb/s ③1Mb/s ④2Mb/s ⑤3Mb/s ⑥4Mb/s ⑦5Mb/s ⑧6Mb/s ⑨7Mb/s ⑩8Mb/s ⑪9Mb/s

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 365 912 1,824 3,192 5,015 6,383 7,751 9,347 10,031 10,715 11,626

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 289 722 1,444 2,618 3,882 5,145 6,138 7,312 7,944 8,485 9,208

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 227 567 1,134 1,985 3,119 3,970 4,821 5,813 6,238 6,664 7,231

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 6 14 29 50 79 100 121 146 157 168 182

イ．0.3Mb/s～0.4Mb/s速度品目の専用回線１回線における１伝送方向ごとの0.1Mb/s毎加算額

0.3Mb/s～0.4Mb/sまで 備考

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 182

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 144

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 113

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 3

（注）0.3Mb/sから0.4Mb/sの料金は、アの①0.2Mb/sの料金に、0.2Mb/sを超える0.1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

ウ．0.6Mb/s～0.9Mb/s速度品目の専用回線１回線における１伝送方向ごとの0.1Mb/s毎加算額

0.6Mb/s～0.9Mb/sまで 備考

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 182

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 144

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 113

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 3

（注）0.6Mb/sから0.9Mb/sの料金は、アの②0.5Mb/sの料金に、0.5Mb/sを超える0.1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

（アの（ｴ）の③ －アの（ｴ）の②）／Ⅱの2の2-2の2の「下り」で伝送速度を保証するものの（3）のb

（アの（ｲ）の③ －アの（ｲ）の②）／Ⅱの2の2-2の2の「下り」で伝送速度を保証するものの（3）のb

（アの（ｴ）の② －アの（ｴ）の①）／Ⅱの2の2-2の2の「下り」で伝送速度を保証するものの（3）のa

（アの（ｲ）の② －アの（ｲ）の①）／Ⅱの2の2-2の2の「下り」で伝送速度を保証するものの（3）のa

（アの（ｳ）の③ －アの（ｳ）の②）／Ⅱの2の2-2の2の「下り」で伝送速度を保証するものの（3）のb

（アの（ｱ）の③ －アの（ｱ）の②）／Ⅱの2の2-2の2の「下り」で伝送速度を保証するものの（3）のb

（アの（ｳ）の② －アの（ｳ）の①）／のⅡの2の2-2の2の「下り」で伝送速度を保証するものの（3）のa

（アの（ｱ）の② －アの（ｱ）の①）／Ⅱの2の2-2の2の「下り」で伝送速度を保証するものの（3）のa

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

の0.1Mb/s毎加算額

の0.1Mb/s毎加算額

（ｳ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

区分

（ｲ）専用線ノード装置

（ｲ）専用線ノード装置

料金
備考

区分

（ｱ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

Ⅱの2の2-2の2の「下り」で伝
送速度を保証するものの（1）
のa×Ⅱの2の2-2の2の「下り」
で伝送速度を保証するものの
（2）のＡのb×Ⅲの保守換算係
数

Ⅱの2の2-2の2の「下り」で伝
送速度を保証するものの（1）
のb×Ⅱの2の2-2の2の「下り」
で伝送速度を保証するものの
（2）のＢのa×Ⅲの保守換算係
数

Ⅱの2の2-2の2の「下り」で伝
送速度を保証するものの（1）
のc×Ⅱの2の2-2の2の「下り」
で伝送速度を保証するものの
（2）のＡのa×Ⅲの保守換算係
数

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｳ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｳ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｱ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

Ⅱの2の2-2の2の「下り」で伝
送速度を保証するものの（1）
のd×Ⅱの2の2-2の2の「下り」
で伝送速度を保証するものの
（2）のＡのa×Ⅲの保守換算係
数

（ｲ）専用線ノード装置

区分

（ｱ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路
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・「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないもの

（1）サービス区分別料金

料金

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 447

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 177

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 278

（円/km（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 7

（2）速度換算係数（専用回線１回線における１伝送方向）

Ａ．専用加入者線装置モジュール～専用線ノード装置伝送路、専用線ノード装置～専用線ノード装置伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続点伝送路

0.1Mb/s 0.5Mb/s 1Mb/s 2Mb/s 3Mb/s 4Mb/s 5Mb/s 6Mb/s 7Mb/s 8Mb/s 8.1Mb/s 9Mb/s

a.エコノミークラス 0.31 1.55 3.10 5.43 8.53 10.85 13.18 15.89 17.05 18.21 18.37 19.76

Ｂ．専用線ノード装置

0.1Mb/s 0.5Mb/s 1Mb/s 2Mb/s 3Mb/s 4Mb/s 5Mb/s 6Mb/s 7Mb/s 8Mb/s 8.1Mb/s 9Mb/s

a.エコノミークラス 0.62 3.10 6.20 11.24 16.66 22.09 26.35 31.39 34.10 36.43 36.74 39.53

（3）0.1Mb/s単金算定対象速度品目数

速度品目数

a.0.2Mb/s～0.4Mb/sまで 4

b.0.6Mb/s～0.9Mb/sまで 5

c.1.1Mb/s～1.9Mb/sまで 10

d.2.1Mb/s～2.9Mb/sまで 10

e.3.1Mb/s～3.9Mb/sまで 10

f.4.1Mb/s～4.9Mb/sまで 10

g.5.1Mb/s～5.9Mb/sまで 10

h.6.1Mb/s～6.9Mb/sまで 10

i.7.1Mb/s～7.9Mb/sまで 10

Ⅳの２の②のｂ

Ⅳの２の③のｄ

Ⅳの２の④のｃ

区分

区分

Ⅳの２の④のｄ

区分

a.専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

係数

係数

区分

b.専用線ノード装置

c.専用線ノード装置～専用線ノード装置伝
送路及び、専用線ノード装置～相互接続点
伝送路・回線比例

備考

d.専用線ノード装置～専用線ノード装置伝
送路及び、専用線ノード装置～相互接続点
伝送路・回線距離比例
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（4）品目別料金算定

Ａ．エコノミークラス・タイプ1-2

ア．0.1Mb/s，0.5Mb/s，1Mb/s，2Mb/s，3Mb/s，4Mb/s，5Mb/s，6Mb/s，7Mb/s，8Mb/s，8.1Mb/s，9Mb/sの専用回線１回線における１伝送方向ごとにの料金

①0.１Mb/s ②0.5Mb/s ③1Mb/s ④2Mb/s ⑤3Mb/s ⑥4Mb/s ⑦5Mb/s ⑧6Mb/s ⑨7Mb/s ⑩8Mb/s ⑪8.1Mb/s ⑫9Mb/s

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 141 707 1,413 2,476 3,889 4,947 6,009 7,245 7,774 8,303 8,376 9,009

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 112 560 1,119 2,029 3,008 3,988 4,757 5,667 6,156 6,577 6,633 7,137

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 88 440 879 1,540 2,419 3,077 3,737 4,506 4,835 5,164 5,209 5,603

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 2 11 22 39 61 77 94 113 122 130 131 141

イ．0.2Mb/s～0.5Mb/s速度品目の専用回線１回線における１伝送方向ごとの0.1Mb/s毎加算額

0.2Mb/s～0.5Mb/sまで 備考

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 142

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 112

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 88

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 2

（注）0.2Mb/sから0.4Mb/sの料金は、アの①0.1Mb/sの料金に、0.1Mb/sを超える0.1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

ウ．0.6Mb/s～0.8Mb/s速度品目の専用回線１回線における１伝送方向ごとの0.1Mb/s毎加算額

0.6Mb/s～0.8Mb/sまで 備考

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 141

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 112

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 88

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 2

（注）0.6Mb/sから0.8Mb/sの料金は、アの②0.5Mb/sの料金に、0.5Mb/sを超える0.1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

エ．1.1Mb/s～1.8Mb/s速度品目の専用回線１回線における１伝送方向ごとの0.1Mb/s毎加算額

1.1Mb/s～1.8Mb/sまで 備考

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 106

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 91

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 66

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 2

（注）1.1Mb/sから1.8Mb/sの料金は、アの③1Mb/sの料金に、1Mb/sを超える0.1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

オ．2.1Mb/s～2.7Mb/s速度品目の専用回線１回線における１伝送方向ごとの0.1Mb/s毎加算額

2.1Mb/s～2.7Mb/sまで 備考

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 141

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 98

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 88

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 2

（注）2.1Mb/sから2.7Mb/sの料金は、アの④2Mb/sの料金に、2Mb/sを超える0.1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

（アの（ｱ）の⑤ －アの（ｱ）の④）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のd

（アの（ｴ）の② －アの（ｴ）の①）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のa

（アの（ｲ）の② －アの（ｲ）の①）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のa

（アの（ｴ）の④ －アの（ｴ）の③）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のc

（アの（ｲ）の④ －アの（ｲ）の③）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のc

（アの（ｴ）の③ －アの（ｴ）の②）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のb

（アの（ｲ）の③ －アの（ｲ）の②）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のb

（アの（ｳ）の② －アの（ｳ）の①）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のa

（アの（ｱ）の④ －アの（ｱ）の③）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のc

（アの（ｳ）の③ －アの（ｳ）の②）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のb

（アの（ｱ）の③ －アの（ｱ）の②）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のb

（アの（ｱ）の② －アの（ｱ）の①）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のa

（アの（ｳ）の④ －アの（ｳ）の③）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のc

（アの（ｴ）の⑤ －アの（ｴ）の④）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のd

（アの（ｲ）の⑤ －アの（ｲ）の④）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のd

（アの（ｳ）の⑤ －アの（ｳ）の④）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のd

Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は
「下り」で伝送速度を保証しな
いものの（1）のc×Ⅱの2の2-2
の2の「上り」又は「下り」で
伝送速度を保証しないものの
（2）のＡのa×Ⅲの保守換算係
数

Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は
「下り」で伝送速度を保証しな
いものの（1）のd×Ⅱの2の2-2
の2の「上り」又は「下り」で
伝送速度を保証しないものの
（2）のＡのa×Ⅲの保守換算係
数

備考

Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は
「下り」で伝送速度を保証しな
いものの（1）のa×Ⅱの2の2-2
の2の「上り」又は「下り」で
伝送速度を保証しないものの
（2）のＡのa×Ⅲの保守換算係
数

Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は
「下り」で伝送速度を保証しな
いものの（1）のb×Ⅱの2の2-2
の2の「上り」又は「下り」で
伝送速度を保証しないものの
（2）のＢのa×Ⅲの保守換算係
数

（ｲ）専用線ノード装置

（ｳ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

料金

区分

の0.1Mb/s毎加算額

（ｱ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｱ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｲ）専用線ノード装置

（ｳ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

区分

区分

の0.1Mb/s毎加算額

（ｱ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｲ）専用線ノード装置

（ｳ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

区分

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｱ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｲ）専用線ノード装置

の0.1Mb/s毎加算額

の0.1Mb/s毎加算額

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｳ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

区分

（ｲ）専用線ノード装置

（ｳ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｱ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例
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カ．3.1Mb/s～3.6Mb/s速度品目の専用回線１回線における１伝送方向ごとの0.1Mb/s毎加算額

3.1Mb/s～3.6Mb/sまで 備考

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 106

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 98

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 66

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 2

（注）3.1Mb/sから3.6Mb/sの料金は、アの⑤3Mb/sの料金に、3Mb/sを超える0.1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

キ．4.1Mb/s～4.5Mb/s速度品目の専用回線１回線における１伝送方向ごとの0.1Mb/s毎加算額

4.1Mb/s～4.5Mb/sまで 備考

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 106

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 77

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 66

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 2

（注）4.1Mb/sから4.5Mb/sの料金は、アの⑥4Mb/sの料金に、4Mb/sを超える0.1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

ク．5.1Mb/s～5.4Mb/s速度品目の専用回線１回線における１伝送方向ごとの0.1Mb/s毎加算額

5.1Mb/s～5.4Mb/sまで 備考

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 124

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 91

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 77

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 2

（注）5.1Mb/sから5.4Mb/sの料金は、アの⑦5Mb/sの料金に、5Mb/sを超える0.1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

ケ．6.1Mb/s～6.3Mb/s速度品目の専用回線１回線における１伝送方向ごとの0.1Mb/s毎加算額

6.1Mb/s～6.3Mb/sまで 備考

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 53

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 49

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 33

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 1

（注）6.1Mb/sから6.3Mb/sの料金は、アの⑧6Mb/sの料金に、6Mb/sを超える0.1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

コ．7.1Mb/s～7.2Mb/s速度品目の専用回線１回線における１伝送方向ごとに0.1Mb/s毎加算額

7.1Mb/s～7.2Mb/sまで 備考

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 53

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 42

（円/伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 33

（円/km・伝送方向・月・ﾀｲﾌﾟ1-2） 1

（注）7.1Mb/sから7.2Mb/sの料金は、アの⑨7Mb/sの料金に、7Mb/sを超える0.1Mb/sごとに、上記加算額を加算することにより算出。

（アの（ｴ）の⑩ －アの（ｴ）の⑨）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のi

（アの（ｲ）の⑩ －アの（ｲ）の⑨）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のi

（アの（ｴ）の⑨ －アの（ｴ）の⑧）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のh

（アの（ｲ）の⑨ －アの（ｲ）の⑧）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のh

（アの（ｴ）の⑧ －アの（ｴ）の⑦）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のg

（アの（ｲ）の⑧ －アの（ｲ）の⑦）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のg

（アの（ｴ）の⑦ －アの（ｴ）の⑥）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のf

（アの（ｲ）の⑦ －アの（ｲ）の⑥）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のf

（アの（ｳ）の⑧ －アの（ｳ）の⑦）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のg

（アの（ｱ）の⑧ －アの（ｱ）の⑦）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のg

（アの（ｳ）の⑦ －アの（ｳ）の⑥）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のf

（アの（ｱ）の⑦ －アの（ｱ）の⑥）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のf

（アの（ｴ）の⑥ －アの（ｴ）の⑤）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のe

（アの（ｲ）の⑥ －アの（ｲ）の⑤）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のe

（アの（ｳ）の⑥ －アの（ｳ）の⑤）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のe

（アの（ｱ）の⑥ －アの（ｱ）の⑤）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のe

（アの（ｳ）の⑩ －アの（ｳ）の⑨）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のi

（アの（ｱ）の⑩ －アの（ｱ）の⑨）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のi

（アの（ｳ）の⑨ －アの（ｳ）の⑧）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のh

（アの（ｱ）の⑨ －アの（ｱ）の⑧）／Ⅱの2の2-2の2の「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないものの（3）のh

（ｱ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｲ）専用線ノード装置

（ｳ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｳ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

区分

の0.1Mb/s毎加算額

区分

の0.1Mb/s毎加算額

（ｱ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｲ）専用線ノード装置

（ｱ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｲ）専用線ノード装置

（ｳ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

区分

の0.1Mb/s毎加算額

（ｱ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｲ）専用線ノード装置

（ｳ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｳ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線比例

（ｴ）専用線ノード装置～専用線ノード装置
伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続
点伝送路・回線距離比例

区分

の0.1Mb/s毎加算額

の0.1Mb/s毎加算額

（ｱ）専用加入者線装置モジュール～専用線
ノード装置伝送路

（ｲ）専用線ノード装置

区分
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2-3．通信路設定伝送機能適用料金額の設定

１．ＡＴＭ専用以外

接続装置 回線比例料金

課金単位 １契約 １回線
（64kb/s） １回線 １回線

（64kb/s）
１回線
（64kb/s）

１回線
（64kb/s）

１回線
（64kb/s）

１ｋｍ
（64kb/s）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

（1）通信路設定伝送機能を
提供する区間が同一の単位料
金区域に終始する場合

○ ○ ○ ○ ○ ○ - -

（2）（1）以外の場合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【料金額の設定方法】

Ａ．基本料
（1）通信路設定伝送機能を提供する区間が同一の単位料金区域に終始する場合
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：①＋（②×速度換算係数×保守換算係数）＋（③×保守換算係数）＋（④×速度換算係数×保守換算係数）＋（⑤×速度換算係数×保守換算係数）

　＋(⑥×速度換算係数×保守換算係数)

（2）（1）以外の場合
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：①＋（②×速度換算係数×保守換算係数）＋（③×保守換算係数）＋（④×速度換算係数×保守換算係数）＋（⑤×速度換算係数×保守換算係数）

　＋(⑥×速度換算係数×保守換算係数)+(⑦×速度換算係数×保守換算係数)+(（⑧×速度換算係数×保守換算係数）×5（ｋｍ）））

Ｂ．加算料
(a)Ａの（2）の場合で通信路設定伝送機能の距離が10ｋｍを超える場合の10ｋｍごとの加算料
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：（（⑧×速度換算係数×保守換算係数）×10（ｋｍ））

(b)相互接続点が市外ノードビルと異なる場合の加算料
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：（④×速度換算係数×保守換算係数）

Ｃ．分岐回線の部分の基本額
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：①＋（②×速度換算係数×保守換算係数）＋（③×保守換算係数）＋（④×速度換算係数×保守換算係数）＋（⑤×速度換算係数×保守換算係数）

（注）１．速度換算係数・保守換算係数については、Ⅱの2の2-1の(2)の各品目の速度換算係数及び、Ⅲの保守換算係数を適用。
　　　２．上記区別ごとに（単位料金×保守換算係数）、（単位料金×速度換算係数）又は（単位料金×速度換算係数×保守換算係数）を乗じて得た額に１円未満の端数が生じた場
　　　　　合は、その端数の１円単位未満第１位を四捨五入。

２．第１種ＡＴＭ専用

・第１種ＡＴＭ専用　600Mb/s以外

接続装置 回線比例料金

課金単位 １契約 １回線
（各品目） １回線 １回線

（各品目）
１回線
（各品目）

１回線
（各品目）

１回線
（各品目）

１ｋｍ
（各品目）

① ② ③ ④(注１） ⑤（注２） ⑥ ⑦（注３） ⑧（注４）

（1）通信路設定伝送機能を
提供する区間が同一の単位料
金区域に終始する場合

○ - ○ ○ ○ - - -

（2）（1）以外の場合 ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

【料金額の設定方法】

Ａ．基本料
（1）通信路設定伝送機能を提供する区間が同一の単位料金区域に終始する場合
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：①＋③＋④＋⑤

（2）（1）以外の場合
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：①＋③＋④＋⑤＋⑦＋（⑧×5（ｋｍ））

Ｂ．加算料
(a)Ａの（2）の場合で通信路設定伝送機能の距離が10ｋｍを超える場合の10ｋｍごとの加算料
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：⑧×10（ｋｍ）

(b)相互接続点が市外ノードビルと異なる場合の加算料
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：④

※①～⑧の速度品目別料金は、「2-2.ＡＴＭ専用サービスの通信路設定伝送機能における速度別料金の算定」を適用。

（注１.２.３.４）7Mb/s～49Mb/s又は51Mb/s～134Mb/s間の速度品目の料金額については、上記により設定した6Mb/s又は50Mb/sの場合に適用される料金額（基本料及び加算料）に、
　　　　　　　　上記により設定した6Mb/s又は50Mb/sを超える1Mb/s毎加算額（基本料及び加算料）を加算し設定。

回線距離比例
料金

回線距離比例
料金

専用加入者線装
置モジュール

専用加入者線装
置モジュール～
専用線ノード装
置

専用回線管理
運営費

主配線盤～専
用加入者線装
置モジュール

適用対象

適用対象

専用線ノード装置～相互接続点伝送路
区　　分

専用線ノード装置～相互接続点伝送路
区　　分

専用回線管理
運営費

主配線盤～専
用加入者線装
置モジュール

専用加入者線装
置モジュール

専用加入者線装
置モジュール～
専用線ノード装
置

専用線ノード
装置

専用線ノード
装置
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・第１種ＡＴＭ専用　600Mb/s

接続装置 回線比例料金

課金単位 １契約 １回線
（各品目） １回線 １回線

（各品目）
１回線
（各品目）

１回線
（各品目）

１回線
（各品目）

１ｋｍ
（各品目）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

（1）通信路設定伝送機能を
提供する区間が同一の単位料
金区域に終始する場合

○ - ○ ○ ○ - - -

（2）（1）以外の場合 ○ - ○ ○ ○ - - ○

【料金額の設定方法】

Ａ．基本料
（1）通信路設定伝送機能を提供する区間が同一の単位料金区域に終始する場合
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：①＋③＋④＋⑤

（2）（1）以外の場合
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：①＋③＋④＋⑤＋（⑧×5（ｋｍ））

Ｂ．加算料
(a)Ａの（2）の場合で通信路設定伝送機能の距離が10ｋｍを超える場合の10ｋｍごとの加算料
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：⑧×10（ｋｍ）

(b)相互接続点が市外ノードビルと異なる場合の加算料
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：④

※①～⑧の料金は、「2-2.ＡＴＭ専用サービスの通信路設定伝送機能における速度別料金の算定」を適用。

３．第２種ＡＴＭ専用

・「上り」で伝送速度を保証するもの

※専用回線１回線における１伝送方向あたり料金

接続装置 回線比例料金

課金単位 １契約 １回線
（各品目） １回線 １方向

（各品目）
１方向
（各品目）

１方向
（各品目）

１方向
（各品目）

１ｋｍ 方向
（各品目）

① ② ③ ④(注１） ⑤（注２） ⑥ ⑦（注３） ⑧（注４）

（1）通信路設定伝送機能を
提供する区間が同一の単位料
金区域に終始する場合

○ - ○ ○ ○ - - -

（2）（1）以外の場合 ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

【料金額の設定方法】

Ａ．基本料
（1）通信路設定伝送機能を提供する区間が同一の単位料金区域に終始する場合
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：①＋③＋④＋⑤

（2）（1）以外の場合
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：①＋③＋④＋⑤＋⑦＋（⑧×5（ｋｍ））

Ｂ．加算料
(a)Ａの（2）の場合で通信路設定伝送機能の距離が10ｋｍを超える場合の10ｋｍごとの加算料
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：⑧×10（ｋｍ）

(b)相互接続点が市外ノードビルと異なる場合の加算料
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：④

※①～⑧の速度品目別料金は、「2-2.ＡＴＭ専用サービスの通信路設定伝送機能における速度別料金の算定」を適用。

（注１.２.３.４）0.3Mb/s～0.4Mb/s又は0.6Mb/s～0.9Mb/s間の速度品目の料金額については、上記により設定した0.2Mb/s又は0.5Mb/sの場合に適用される料金額（基本料及び加算料）
　　　　　　　　に、上記により設定した0.2Mb/s又は0.5Mb/sを超える0.1Mb/s毎加算額（基本料及び加算料）を加算し設定。

適用対象

専用線ノード
装置

専用線ノード装置～相互接続点伝送路
区　　分 回線距離比例

料金

専用回線管理
運営費

主配線盤～専
用加入者線装
置モジュール

専用加入者線装
置モジュール

専用加入者線装
置モジュール～
専用線ノード装
置

適用対象

専用線ノード
装置

専用線ノード装置～相互接続点伝送路
区　　分 回線距離比例

料金

専用回線管理
運営費

主配線盤～専
用加入者線装
置モジュール

専用加入者線装
置モジュール

専用加入者線装
置モジュール～
専用線ノード装
置
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・「下り」で伝送速度を保証するもの

※専用回線１回線における１伝送方向あたり料金

接続装置 回線比例料金

課金単位 １契約 １回線
（各品目） １回線 １方向

（各品目）
１方向
（各品目）

１方向
（各品目）

１方向
（各品目）

１ｋｍ 方向
（各品目）

① ② ③ ④(注１） ⑤（注２） ⑥ ⑦（注３） ⑧（注４）

（1）通信路設定伝送機能を
提供する区間が同一の単位料
金区域に終始する場合

- - - ○ ○ - - -

（2）（1）以外の場合 - - - ○ ○ - ○ ○

【料金額の設定方法】

Ａ．基本料
（1）通信路設定伝送機能を提供する区間が同一の単位料金区域に終始する場合
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：④＋⑤

（2）（1）以外の場合
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：④＋⑤＋⑦＋（⑧×5（ｋｍ））

Ｂ．加算料
(a)Ａの（2）の場合で通信路設定伝送機能の距離が10ｋｍを超える場合の10ｋｍごとの加算料
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：⑧×10（ｋｍ）

(b)相互接続点が市外ノードビルと異なる場合の加算料
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：④

※①～⑧の速度品目別料金は、「2-2.ＡＴＭ専用サービスの通信路設定伝送機能における速度別料金の算定」を適用。

（注１.２.３.４）0.3Mb/s～0.4Mb/s又は0.6Mb/s～0.9Mb/s間の速度品目の料金額については、上記により設定した0.2Mb/s又は0.5Mb/sの場合に適用される料金額（基本料及び加算料）
　　　　　　　　に、上記により設定した0.2Mb/s又は0.5Mb/sを超える0.1Mb/s毎加算額（基本料及び加算料）を加算し設定。

・「上り」又は「下り」で伝送速度を保証しないもの

※専用回線１回線における１伝送方向あたり料金

接続装置 回線比例料金

課金単位 １契約 １回線
（各品目） １回線 １方向

（各品目）
１方向
（各品目）

１方向
（各品目）

１方向
（各品目）

１ｋｍ 方向
（各品目）

① ② ③ ④(注１） ⑤（注２） ⑥ ⑦（注３） ⑧（注４）

（1）通信路設定伝送機能を
提供する区間が同一の単位料
金区域に終始する場合

- - - ○ ○ - - -

（2）（1）以外の場合 - - - ○ ○ - ○ ○

【料金額の設定方法】

Ａ．基本料
（1）通信路設定伝送機能を提供する区間が同一の単位料金区域に終始する場合
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：④＋⑤

（2）（1）以外の場合
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：④＋⑤＋⑦＋（⑧×5（ｋｍ））

Ｂ．加算料
(a)Ａの（2）の場合で通信路設定伝送機能の距離が10ｋｍを超える場合の10ｋｍごとの加算料
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：⑧×10（ｋｍ）

(b)相互接続点が市外ノードビルと異なる場合の加算料
・保守の区別がタイプ1-2のもの ：④

※①～⑧の速度品目別料金は、「2-2.ＡＴＭ専用サービスの通信路設定伝送機能における速度別料金の算定」を適用。

（注１.２.３.４）0.2Mb/s～0.4Mb/s、0.6Mb/s～0.8Mb/s、1.1Mb/s～1.8Mb/s、2.1Mb/s～2.7Mb/s、3.1Mb/s～3.6Mb/s、4.1Mb/s～4.5Mb/s、5.1Mb/s～5.4Mb/s、6.1Mb/s～6.3Mb/s、又は
　　　　　　　　7.1Mb/s～7.2Mb/s間の速度品目の料金額については、上記により設定した0.1Mb/s、0.5Mb/s、1Mb/s、2Mb/s、3Mb/s、4Mb/s、5Mb/s、6Mb/s、又は7Mb/sの場合に適用
　　　　　　　　される料金額（基本料及び加算料）に、上記により設定した0.1Mb/s、0.5Mb/s、1Mb/s、2Mb/s、3Mb/s、4Mb/s、5Mb/s、6Mb/s、又は7Mb/sを超える0.1Mb/s毎加算額
　　　　　　　（基本料及び加算料）を加算し設定。

適用対象

回線距離比例料金
専用加入者線装
置モジュール

専用加入者線装
置モジュール～
専用線ノード装
置

専用線ノード装置～相互接続点伝送路
区　　分

専用線ノード
装置

専用回線管理
運営費

主配線盤～専
用加入者線装
置モジュール

区　　分 回線距離比例料金

適用対象

専用回線管理
運営費

主配線盤～専
用加入者線装
置モジュール

専用加入者線装
置モジュール

専用加入者線装
置モジュール～
専用線ノード装
置

専用線ノード
装置

専用線ノード装置～相互接続点伝送路
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３.公衆電話機能

①公衆電話発信機能

Ａ.電話機等コスト

コスト等 備考

a.原価（百万円） 8,406 Ⅳの３のⅡの(2)の①のＡのa

b.通信時間(千時間） 8,256 Ⅳの３のⅡの(2)の①のＡのb

c.1秒あたり（円/秒） 0.2885 ａ÷ｂ×Ⅲの保守換算係数

Ｂ.端末回線コスト

備考

a.1回線あたりコスト(円/回線・月) 1,256

b.加算料 262 Ⅳの３のⅡの(2)の①のＢのｂ

c.回線数(回線) 171,855 Ⅳの３のⅡの(2)の①のＢのｃ

公衆電話 d.通信時間(千時間) 8,256 Ⅳの３のⅡの(2)の①のＢのｄ

e.1回線あたり通信時間(時間) 48 ｄ÷ｃ

f.1秒あたり(円/秒) 0.1054 (ａ+ｂ)×12ヵ月÷ｅ

Ｃ.回線数の増減に応じて当該設備に係る費用が増減するもののコスト

ア．加入者線収容部

区分

a．原価（百万円） 69,591

b．加入者交換機能の原価への加算額 55,672 ａ×4/5

ｃ．上記以外 13,919 ａ－ｂ

d．回線数（回線） 25,824,689

e．１回線あたりコスト（円/回線・月） 46 ｃ÷ｄ÷12ヵ月×Ⅲの保守換算係数

イ．回線数の増減に応じて当該設備に係る費用が増減するもののうち、加入者線収容部以外で電気信号の伝送に係るもの

区分

a．原価（百万円） 72,404

b．加入者交換機能の原価への加算額 57,923 ａ×4/5

ｃ．上記以外 14,481 ａ－ｂ

d．回線数（回線） 30,245,873

e．１回線あたりコスト（円/回線・月） 40 ｃ÷ｄ÷12ヵ月

ウ．1秒当りコストの算定

備考

a.1回線あたりコスト(円/回線・月) 86

b.加入者線収容部コスト 46 アのｅより

c.加入者線収容部以外で電気信号の伝送に係るもののコスト 40 イのｅより

d.回線数(回線) 171,855

公衆電話 e.通信時間(千時間) 8,256

f.1回線あたり通信時間(時間) 48 e÷d

g.1秒あたり(円/秒) 0.0060 ａ×12ヵ月÷ｆ

Ｄ.合計

備考

a.電話機等ｺｽﾄ（円/秒） 0.2885 Ａのｃより

b.端末回線ｺｽﾄ（円/秒） 0.1054 Ｂのｆより

c.回線数の増減に応じて当該設備に係る費用が増減するもののコスト（円/秒） 0.0060 Ｃのウのｇより

d.料金（円/秒） 0.3999 ａ＋ｂ＋ｃ

区分

備考

コスト等 備考

１の端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第5欄で接続する場合）の端末
回線により伝送を行う機能のア 2線式のものの（ｲ）保守の区別がタイプ1-2のもの

区分 コスト等

コスト等

Ⅳの３のⅡの(2)の①のＣのアのａ

Ⅳの３のⅡの(2)の①のＣのアのｄ

区分

ｂ＋ｃ

料金等区分

コスト等

Ⅳの３のⅡの(2)の①のＣのイのｄ

Ⅳの３のⅡの(2)の①のＣのウのｄ

Ⅳの３のⅡの(2)の①のＣのウのｅ

Ⅳの３のⅡの(2)の①のＣのイのａ
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②ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ公衆電話発信機能

Ａ.電話機等コスト

コスト等 備考

a.原価（百万円） 6,495

b.通信時間(千時間） 5,006

c.1秒あたり（円/秒） 0.3676 ａ÷ｂ×Ⅲの保守換算係数

Ｂ.端末回線コスト

ａ.端末回線部分

備考

ア.1回線あたりｺｽﾄ(円/回線・月) 1,256

イ．加算料 262

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ ウ.回線数(回線) 74,637

公衆電話 エ.通信時間(千時間) 5,006

オ.1回線あたり通信時間(時間) 67 エ÷ウ

カ.1秒あたり(円/秒) 0.0755 (ア+イ)×12ヵ月÷オ

ｂ.ＯＣＵ部分

備考

ア.1回線あたり(円/回線・月） 200

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ イ.回線数(回線) 71,009

公衆電話 ウ.通信時間(千時間) 5,006

エ.1回線あたり通信時間(時間) 70 ウ÷イ

オ.1秒あたり(円/秒) 0.0095 ア×12ヵ月÷エ

ｃ.合計

備考

ア.端末回線部分(円/秒) 0.0755 ａのカより

イ.ＯＣＵ部分(円/秒) 0.0095 ｂのオより

ウ.合計（円/秒） 0.0850 ア＋イ

Ｃ.回線数の増減に応じて当該設備に係る費用が増減するもののコスト

備考

a.1回線あたりコスト(円/回線・月) 40

加入者線収容部以外で電気信号の伝送に係るもののコスト 40 ①のＣのイのｅより

b.回線数(回線) 71,009

公衆電話 c.通信時間(千時間) 5,006

d.1回線あたり通信時間(時間) 70 ｃ÷ｂ

e.1秒あたり(円/秒) 0.0019 ａ×12ヵ月÷ｄ

Ｄ.合計

備考

a.電話機等ｺｽﾄ(円/秒) 0.3676 Ａのｃより

b.端末回線ｺｽﾄ(円/秒) 0.0850 Ｂのｃのウより

c.回線数の増減に応じて当該設備に係る費用が増減するもののコスト（円/秒） 0.0019 Ｃのｅより

ｄ.料金（円/秒） 0.4545 ａ＋ｂ＋ｃ

区分 料金等

区分 コスト等

区分 コスト等

区分 コスト等

区分

コスト等区分

Ⅳの３のⅡの(2)の②のＡのａ

Ⅳの３のⅡの(2)の②のＡのｂ

Ⅳの３のⅡの(2)の②のＢのａのイ

Ⅳの３のⅡの(2)の②のＢのａのウ

１の端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第5欄で接続する場合）　端末
回線により伝送を行う機能のア 2線式のものの（ｲ） 保守の区別がタイプ1-2のもの

Ⅳの３のⅡの(2)の②のＣのｃ

Ⅳの３のⅡの(2)の②のＢのａのエ

Ⅳの３のⅡの(2)の②のＢのｂのイ

Ⅳの３のⅡの(2)の②のＢのｂのウ

Ⅳの３のⅡの(2)の②のＣのｂ

Ⅳの1の(3)の②×Ⅲの保守換算係数
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Ⅲ.料金の設定に使用した保守換算係数

区分 保守換算係数 備考

タイプ1-2のもの 1.02 　現行接続料の保守換算係数の算定に用いた故障修理稼動等のデータをもとに算定

・保守換算係数の算定

①専用線サービスにおける総平均故障修理時間と区分毎の平均故障修理時間の比率

比率

ａ.タイプ1-1（平日・昼間帯） 0.468

ｂ.タイプ2（全日・全時間帯） 1.048

ｃ.（再）タイプ1-2（全日・昼間帯） 0.603

ｄ.平均 1.000

②専用線コストの内訳 （％）

比率

ａ.故障修理関連コストの割合 10.5

ｂ.その他のコストの割合 89.5

ｃ.計 100.0

③タイプ1-2の保守換算係数の算定

保守換算係数

タイプ1-2（全日・昼間帯） 1.02 （②ａ×①ｃ+②ｂ）/（②ａ×①ａ+②ｂ）

区分

区分

区分

備考
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Ⅳ．料金の設定に使用した単金

１.端末回線伝送機能

(1)網使用料算定根拠＜平成18年3月31日認可＞（長期増分費用方式によるＰＨＳ基地局回線接続料算定根拠)より引用

コスト等 備考

①加入者回線 1回線あたりコスト（円/回線・月） 1,190 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＢ.より

②主配線盤 1回線あたりコスト（円/回線・月） 14 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＣ.より

③ＯＣＵ 1回線あたりコスト（円/回線・月） 313 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＤ.より

(2)網使用料算定根拠＜平成18年3月3日認可（補正申請）＞（実際費用方式による平成17年度接続料算定根拠)より引用

コスト等 備考

①メタル設備のみを用いる加入者回線 1回線あたりコスト（円/回線（2線式（タイプ1）・月）） 1,209 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の１.端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＢ.加入者回線の①より

②上記以外のメタル加入者回線 1回線あたりコスト（円/回線（2線式（タイプ1）・月）） 1,200 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の１.端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＢ.加入者回線の②より

③メタル設備のみを用いる加入者回線に係る主配線盤 1回線あたりコスト（円/回線（2線式（タイプ1）・月）） 32 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の１.端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＣ.主配線盤の①より

④上記以外のメタル主配線盤 1回線あたりコスト（円/回線（2線式（タイプ1）・月）） 31 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の１.端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＣ.主配線盤の②より

⑤第2グループ回線に加算する加算額 1回線あたりコスト（円/回線・月） 643 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の１.端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＤ.第2グループ回線に加算する加算額の②より

⑥スプリッタ（ＤＳＬ） 1回線あたりコスト（円/回線・月） 59 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の１.端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＥ.より

(3)網使用料算定根拠＜平成18年3月3日認可＞（実際費用方式による平成17年度接続料算定根拠)より引用

コスト等 備考

①ＯＣＵ（光） 1回線あたりコスト（円/回線（2芯式・月） 3,812 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の１.端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＣ.より

②ＯＣＵ（メタル） 1回線あたりコスト（円/回線（2線式・月） 196 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の１.端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＣ.より

③ＩＳＭ折返し接続機能（1.5Mb/s）局内伝送路 1回線あたりコスト（円/回線・月） 3,378 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の１.端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＥ.より

④ＩＳＭ折返し接続機能（128kb/s）局内伝送路 1回線あたりコスト（円/回線・月） 165 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の１.端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＦ.より

(4)網使用料算定根拠＜平成16年2月17日認可＞（光信号主端末回線接続料算定根拠)より引用

コスト等 備考

①光信号主端末回線 ａ.加入者回線（局舎～引込分岐点間）（円・月） 3,884

ｂ.主配線盤（円・月） 76

ｃ.計（円・月） 3,960 ａ+ｂ

②加算料（局舎～引込分岐点間） 1光信号主端末回線あたり（円・月） 404
Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の端末回線伝送機能の(2)料金の設定の②加算料・2-1-
1-1第2欄ウ欄に規定する加算料のイ 光信号主端末回線の追加に係る加算料の（ア）
光信号多重分離機能ア欄と組合わせて利用するものの② ①以外のもの（イ）より

③局外スプリッタ（8分岐のもの） 1光信号主端末回線あたり（円・月） 623
Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の端末回線伝送機能の(2)料金の設定の②加算料・2-1-
1-1第2欄ウ欄に規定する加算料のイ 光信号主端末回線の追加に係る加算料の（ア）
光信号多重分離機能ア欄と組合わせて利用するものの② ①以外のもの（イ）より

④局外スプリッタ（4分岐のもの） 1光信号主端末回線あたり（円・月） 530

Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の端末回線伝送機能の(2)料金の設定の②加算料・2-1-
1-1第2欄ウ欄に規定する加算料のイ 光信号主端末回線の追加に係る加算料の（イ）
光信号多重分離機能イ欄と組合わせて利用するものの① 保守の区別がタイプ１のも
のより

(5)網使用料算定根拠＜平成13年8月31日認可＞（光信号端末回線接続料算定根拠)より引用

コスト等 備考

①加入者回線 1芯あたりコスト（円/芯・月） 4,527 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の端末回線伝送機能の１.光信号端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＢ.料金の設定①基本料のＡ.より

②主配線盤 1芯あたりコスト（円/芯・月） 76 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の端末回線伝送機能の１.光信号端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＢ.料金の設定①基本料のＢ.より

③計 1芯あたりコスト（円/芯・月） 4,603 ①+②

④加算料 1芯あたりコスト（円/芯・月） 471 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の端末回線伝送機能の１.光信号端末回線伝送機能の(2)料金の設定のＢ.料金の設定②加算料より

(6)網使用料算定根拠＜平成16年10月25日認可＞（固定基地局無線伝送路接続料算定根拠)より引用

コスト等 備考

①固定無線基地局 1固定無線基地局伝送路あたり（円・月） 9,330 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の端末回線伝送機能及び端末回線により伝送を行なう機能の(2)料金の設定のＢ.加算料のア.より

②光信号電気信号変換装置（非集線型） 1固定無線基地局伝送路あたり（円・月） 1,531 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の端末回線伝送機能及び端末回線により伝送を行なう機能の(2)料金の設定のＢ.加算料のア.より

区分

区分

Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の端末回線伝送機能の(2)料金の設定の②加算料・2-1-
1-1第2欄ウ欄に規定する加算料のイ 光信号主端末回線の追加に係る加算料の（ア）
光信号多重分離機能ア欄と組合わせて利用するものの② ①以外のもの（ア）ａ.光信
号主端末回線より

区分

区分

区分

区分
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２.通信路設定伝送機能

・網使用料算定根拠＜平成18年3月3日認可＞（実際費用方式による平成17年度接続料算定根拠)より引用

①専用加入者線装置モジュール

コスト等 備考

a.一般専用・無線専用（50bb/s及びAM･FM放送を除く）
及び高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sを除くｴｺﾉﾐｰ
ｸﾗｽ）

（円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ１） 3,315
Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-1.専用加入者線装置ﾓｼﾞｭｰﾙ
の(2)料金の設定の一般専用・無線専用(50b/s及びAM･FM放送を除く）及び高速ﾃﾞｨｼﾞﾀ
ﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽを除く）より

b.高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ） （円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ１） 6,849 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-1.専用加入者線装置ﾓｼﾞｭｰﾙの(2)料金の設定の高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0b/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ）より

c.ＡＴＭ専用 （円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ１） 71,157 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-1.専用加入者線装置ﾓｼﾞｭｰﾙの(2)料金の設定のＡＴＭ専用より

d.主配線盤～専用加入者線装置モジュール （円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ１） 22 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-1.専用加入者線装置ﾓｼﾞｭｰﾙの(2)料金の設定の主配線盤～専用線加入者線装置ﾓｼﾞｭｰﾙより

e.専用回線管理運営費 （円/回線・月・ﾀｲﾌﾟ１） 453 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-1.専用加入者線装置ﾓｼﾞｭｰﾙの(2)料金の設定の専用回線管理運営費より

②専用加入者線装置モジュール～専用線ノード装置伝送路

コスト等 備考

a.一般専用・無線専用(50b/sを除く）、高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝
送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽを除く） （円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 845

Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-2.専用加入者線装置ﾓｼﾞｭｰﾙ
～専用線ﾉｰﾄﾞ装置伝送路の(2)料金の設定の一般専用・無線専用(50b/sを除く）、高
速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽを除く）より

b.高速ﾃﾞｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ）、超
高速品目及びＡＴＭ専用 （円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 447

Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-2.専用加入者線装置ﾓｼﾞｭｰﾙ
～専用線ﾉｰﾄﾞ装置伝送路の(2)料金の設定の高速ﾃﾞｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉ
ﾐｰｸﾗｽ）、超高速品目及びＡＴＭ専用より

③専用線ノード装置

コスト等 備考

a.一般専用・無線専用(50b/s及びAM･FM放送を除く）及
び高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（1.5Mb/s,6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰ
ｸﾗｽを除く）

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 609
Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-3.専用線ノード装置の(2)料
金の設定の一般専用・無線専用(50b/s及びAM･FM放送を除く）及び高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・
高速品目（1.5Mb/s,6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽを除く）より

b.高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（1.5Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ） （円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 450 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-3.専用線ノード装置の(2)料金の設定の高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（1.5Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽを除く）より

c.高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ） （円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 514 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-3.専用線ノード装置の(2)料金の設定の高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽを除く）より

d.ＡＴＭ専用 （円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 177 Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-3.専用線ノード装置の(2)料金の設定のＡＴＭ専用より

④専用ノード装置～専用線ノード装置伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続点伝送路

コスト等 備考

a.一般専用・無線専用（50b/sを除く）、高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ
伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰを除く）の(ｱ）回線比
例分

（円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 467

Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-4.専用線ノード装置～専用
線ノード装置伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続点伝送路の(2)料金の設定の
一般専用・無線専用（50bb/sを除く）、高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸ
ﾗｽを除く）の(ｱ)回線比例分より

b.一般専用・無線専用（50b/sを除く）、高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ
伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰを除く）の(ｲ）回線距
離比例分

（円/km（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 11

Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-4.専用線ノード装置～専用
線ノード装置伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続点伝送路の(2)料金の設定の
一般専用・無線専用（50bb/sを除く）、高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸ
ﾗｽを除く）の(ｲ)回線距離比例分より

C.高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ）、
超高速品目及びＡＴＭ専用の(ｱ）回線比例分 （円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 278

Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-4.専用線ノード装置～専用
線ノード装置伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続点伝送路の(2)料金の設定の
高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ）、超高速品目及びＡＴＭ専用の(ｱ)
回線比例分より

d.高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ）、
超高速品目及びＡＴＭ専用の(ｲ）回線距離比例分 （円/km（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 7

Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-4.専用線ノード装置～専用
線ノード装置伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続点伝送路の(2)料金の設定の
高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送・高速品目（6.0Mb/sｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ）、超高速品目及びＡＴＭ専用の(ｲ)
回線距離比例分より

e.接続装置 （円/回線（64kb/s）・月・ﾀｲﾌﾟ１） 156
Ⅱ.原価の算定及び料金の設定の通信路設定伝送機能の5-4.専用線ノード装置～専用
線ノード装置伝送路及び、専用線ノード装置～相互接続点伝送路の(2)料金の設定の
接続装置より

区分

区分

区分

区分
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３.公衆電話機能

・網使用料算定根拠＜平成18年3月3日認可＞（実際費用方式による平成17年度接続料算定根拠)より引用

Ⅱ.原価の算定及び料金の設定

（2）料金の設定

①公衆電話発信機能

Ａ.電話機等コスト

コスト等 備考

a.原価（百万円） 8,406 （1）の⑤公衆電話設備より

b.通信時間(千時間） 8,256 Ⅸ.料金設定に使用したﾄﾗﾋｯｸより

c.1秒あたり（円/秒） 0.2828 ａ÷ｂ

Ｂ.端末回線コスト

備考

a.1回線あたりコスト(円/回線・月) 1,231

b.加算料 262 １の（2）のＫの②加算料の「2線式」より

c.回線数(回線) 171,855 Ⅹ.料金設定に使用した回線数の１の（57）より

公衆電話 d.通信時間(千時間) 8,256 Ⅸ.料金設定に使用したﾄﾗﾋｯｸより

e.1回線あたり通信時間(時間) 48 ｄ÷ｃ

f.1秒あたり(円/秒) 0.1037 (ａ+ｂ)×12ヵ月÷ｅ

Ｃ.回線数の増減に応じて当該設備に係る費用が増減するもののコスト

ア．加入者線収容部

区分

a．原価（百万円） 69,591 ３の（1）の⑤回線数の増減に応じて当該設備に係る費用が増減するものの加入者線収容部より

b．加入者交換機能の原価への加算額 55,672 ａ×4/5

ｃ．上記以外 13,919 ａ－ｂ

d．回線数（回線） 25,824,689 Ⅹ．料金設定に使用した回線数の１の（60）より

e．１回線あたりコスト（円/回線・月） 45 ｃ÷ｄ÷12ヵ月

イ．回線数の増減に応じて当該設備に係る費用が増減するもののうち、加入者線収容部以外で電気信号の伝送に係るもの

区分

a．原価（百万円） 72,404

b．加入者交換機能の原価への加算額 57,923 ａ×4/5

ｃ．上記以外 14,481 ａ－ｂ

d．回線数（回線） 30,245,873 Ⅹ．料金設定に使用した回線数の１の（62）より

e．１回線あたりコスト（円/回線・月） 40 ｃ÷ｄ÷12ヵ月

ウ．1秒当りコストの算定

備考

a.1回線あたりコスト(円/回線・月) 85

b.加入者線収容部コスト 45 アのｅより

c.加入者線収容部以外で電気信号の伝送に係るもののコスト 40 イのｅより

d.回線数(回線) 171,855 Ⅹ.料金設定に使用した回線数の１の（57）より

公衆電話 e.通信時間(千時間) 8,256 Ⅸ.料金設定に使用したﾄﾗﾋｯｸより

f.1回線あたり通信時間(時間) 48 e÷d

g.1秒あたり(円/秒) 0.0059 ａ×12ヵ月÷ｆ

Ｄ.合計

備考

a.電話機等ｺｽﾄ（円/秒） 0.2828 Ａのｃより

b.端末回線ｺｽﾄ（円/秒） 0.1037 Ｂのｆより

c.回線数の増減に応じて当該設備に係る費用が増減するもののコスト（円/秒） 0.0059 Ｃのウのｇより

d.料金（円/秒） 0.3924 ａ＋ｂ＋ｃ

備考

コスト等 備考

３の（1）の⑤回線数の増減に応じて当該設備に係る費用が増減するものの左記以外の電気信号の
伝送に係るものより

区分

１の（2）のＫの①基本料の「端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第5
欄で接続する場合）　端末回線により伝送を行う機能のア 2線式のものの（ｱ）保守の区別がタ
イプ1のもの」より

区分

料金等区分

コスト等

コスト等

コスト等

区分

ｂ＋ｃ
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②ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ公衆電話発信機能

Ａ.電話機等コスト

コスト等 備考

a.原価（百万円） 6,495 （1）の⑤ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ公衆電話設備より

b.通信時間(千時間） 5,006 Ⅸ.料金設定に使用したﾄﾗﾋｯｸより

c.1秒あたり（円/秒） 0.3604 ａ÷ｂ

Ｂ.端末回線コスト

ａ.端末回線部分

備考

ア.1回線あたりｺｽﾄ(円/回線・月) 1,231

イ．加算料 262 １の（2）のＫの②加算料の「2線式」より

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ ウ.回線数(回線) 74,637 Ⅹ.料金設定に使用した回線数の１の（58）より

公衆電話 エ.通信時間(千時間) 5,006 Ⅸ.料金設定に使用したﾄﾗﾋｯｸより

オ.1回線あたり通信時間(時間) 67 エ÷ウ

カ.1秒あたり(円/秒) 0.0743 (ア+イ)×12ヵ月÷オ

ｂ.ＯＣＵ部分

備考

ア.1回線あたり(円/回線・月） 196 １の（2）のＣのｃ「メタル」より

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ イ.回線数(回線) 71,009 Ⅹ.料金設定に使用した回線数の１の（42）より

公衆電話 ウ.通信時間(千時間) 5,006 Ⅸ.料金設定に使用したﾄﾗﾋｯｸより

エ.1回線あたり通信時間(時間) 70 ウ÷イ

オ.1秒あたり(円/秒) 0.0093 ア×12ヵ月÷エ

ｃ.合計

備考

ア.端末回線部分(円/秒) 0.0743 ａのカより

イ.ＯＣＵ部分(円/秒) 0.0093 ｂのオより

ウ.合計（円/秒） 0.0836 ア＋イ

Ｃ.回線数の増減に応じて当該設備に係る費用が増減するもののコスト

備考

a.1回線あたりコスト(円/回線・月) 40

加入者線収容部以外で電気信号の伝送に係るもののコスト 40 ①のＣのイのｅより

b.回線数(回線) 71,009 Ⅹ.料金設定に使用した回線数の１の（42）より

公衆電話 c.通信時間(千時間) 5,006 Ⅸ.料金設定に使用したﾄﾗﾋｯｸより

d.1回線あたり通信時間(時間) 70 ｃ÷ｂ

e.1秒あたり(円/秒) 0.0019 ａ×12ヵ月÷ｄ

Ｄ.合計

備考

a.電話機等ｺｽﾄ(円/秒) 0.3604 Ａのｃより

b.端末回線ｺｽﾄ(円/秒) 0.0836 Ｂのｃのウより

c.回線数の増減に応じて当該設備に係る費用が増減するもののコスト（円/秒） 0.0019 Ｃのｅより

ｄ.料金（円/秒） 0.4459 ａ＋ｂ＋ｃ

区分 料金等

区分 コスト等

区分 コスト等

区分 コスト等

１の（2）のＫの①基本料の「端末回線伝送機能（第5条（標準的な接続箇所）第1項の表中第5
欄で接続する場合）　端末回線により伝送を行う機能のア 2線式のものの（ｱ）保守の区別がタ
イプ1のもの」より

区分

コスト等区分
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